	学校経営推進費　評価報告書（１年め）

	１．事業計画の概要

	学校名
	大阪府立摂津支援学校

	取り組む課題
	Ｄ 生徒の自立を支える教育の充実

	評価指標
	・支援学校における児童・生徒、保護者の学校満足度の向上
・学校教育自己診断アンケートの満足度の向上
・卒業後の進路先への定着率の向上

	　計画名
	摂津市のゆるキャラ「セッピィ」と一緒に楽しく体を動かし、新しい遊具と共にいのち輝く未来にはばたこう！

	２．事業目標及び本年度の取組み

	学校経営計画の
中期的目標
	１．安全・安心の教育を進める学校
（１） 人権尊重の教育の推進
　　エ　自己肯定感を高める教育を一層推進する。
５．新しい教育課題
（１）2025大阪関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」と連動した学習

	事業目標
	①　児童が興味関心を広げ、体力増進をはかる
　自立活動の時間に新しい遊具を使用する経験を積み、児童の興味関心の広がりへつなげる。
②　児童が自ら余暇活動を楽しむ
　中庭で過ごす時間の中で、児童が自ら体を使える時間を増やす。また、児童の卒業後を見据えた学習、キャリア教育としても取り組む。
③　児童が自己肯定感を高める
　遊具で体を動かすことを通して、得意を見つけ自信を持ち、学校満足度の向上をめざす。

	整備した
設備・物品
	・サッカーボール型ジャングルジム

	取組みの
主担・実施者
	主担：小学部学部主事・小学部首席
実施者：（主として小学部）全教員

	本年度の
取組内容
	R6年８月26日～30日　遊具の設置
R6年９月６日　「セッピィ遊具のお披露目会」実施。摂津市役所と連携し、セッピィに来校していただいた。セッピィと一緒に本校オリジナル「摂津体操」で体を動かし、新しい遊具の前で記念撮影を行い、遊具の設置をお祝いした。
R6年10月　「がんばりカード」を用いて、各学年ごとに児童がボールジャングルジムでどの程度の体を動かすことができているか１回目の調査を行った。
R7年１月　　保護者向けアンケートの実施、回答の報告。教員向けアンケートの実施、
回答の報告。
R7年２月　　「がんばりカード」２回目の調査を実施。児童向けアンケートの実施。

	成果の検証方法
と評価指標
	・新しい遊具の使用状況を各学期に確認し（特に高学年の使用が少ないなど偏りがないかなど）、全学年の定期的な使用ができているかのアンケート調査を実施する。遊具の使用が適さないケースを除き、使用率を
90％以上にする。

	自己評価
	・支援学校における児童・生徒、保護者の学校満足度の向上
保護者アンケートによる新しい遊具を使用することで体力増進効果を感じるか、余暇活動の広がりや肥満防止につながったと感じるかの項目については、それぞれ「とても感じる」「少し感じる」の回答が60％を超えた。	【△】
　　
・学校教育自己診断満足度の向上
学校教育自己診断の「子どもは楽しく学校に通っている」の項目はR5年度は肯定的意見96.1％、否定的意見2.9％、わからない1.0％だった。R6年度は肯定的意見93.0％、否定的意見2.0％、わからない5.0％だった。肯定的意見の増加は見られなかったが、わからないの回答が増え、否定的意見は減るという結果になった。	【△】

・卒業後の進路先への定着率の向上
教員向けアンケートによる新しい遊具の使用状況90％に達した。このように活用していくことで進路先への定着率の向上の基礎となる体力増進につながったといえる。	【〇】

	次年度に向けて
	【課題】
①児童アンケートによると「ボールジャングルジムが好き」と回答した児童は半数近くあっ
たが、「ボールジャングルジムが苦手」と回答した児童が２割ほどあった。
②保護者アンケートによると「新しい遊具を見たことがある」が76％と高い数値が出てはい
たが、「新しい遊具の設置を知らない」が17％あった。
【取組み】
①「ボールジャングルジムが苦手」と回答する児童の割合を減らすことができるように、
自立活動の時間に楽しく使用できる環境を設定していく。
②新しい遊具の保護者の認知度を上げるために、各学年で活用を継続する。学年だよりや
連絡帳等も使いながら、保護者に伝えていく。



３．事業費報告
[image: ]
image1.emf
円

積算内訳

番号

1

2

3

内訳



合計 ¥2,002,000

小計 2002000



９　工事請負費

遊具設置工事



¥2,002,000



¥0



¥0

数量 金額

＊決算科目（節）を明示し、節毎に積算内訳を記載すること。
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今年度事業費総額

2,002,000


